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『
大
戴
礼
記
』
少
閑
篇
の
西
方
観
と
そ
の
成
立
時
期
は
じ
め
に
天
子
の
支
配
す
る
領
域
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
舜
自
為
詩
目
、
「
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
演
、
莫
非
王
臣
。
」
(
『
E
口
氏
春
秋
』
孝
行
覧
)
と
い
う
よ
う
に
、
理
念
的
に
は
限
界
が
無
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
王
者
の
支
配
が
及
ん
だ
領
域
は
そ
の
偉
大
さ
を
示
す
指
標
と
し
て
し
ば
し
ば
揚
言
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
は
舜
の
業
績
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
南
撫
交
陛
。
大
教
鮮
支
・
渠
皮
・
尽
・
先
。
北
山
戎
・
発
・
息
慎
。
東
長
鳥
夷
・
羽
民
。
(
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
。
「
大
教
」
一
作
「
放
教
」
)
同
じ
く
『
大
戴
礼
記
』
の
少
閑
篇
は
、
「
五
王
」
に
来
服
し
た
外
族
と
し
て
「
朔
方
」
「
幽
都
」
「
粛
慎
」
「
北
発
」
「
渠
捜
」
「
忌
」
「
光
」
を
列
挙
し
、
ま
た
「
交
肱
」
に
も
言
及
す
る
。
昔
虞
舜
・
:
・
朔
方
・
幽
都
来
服
、
南
撫
交
批
。
出
入
日
月
、
莫
不
率
停
。
西
王
母
来
献
其
白
帯
。
粒
食
之
民
、
昭
然
明
視
。
民
井
上
了
明
教
通
子
四
海
。
海
外
粛
慎
・
北
発
・
渠
捜
・
尽
・
先
来
服
。
(
『
大
戴
礼
記
』
少
問
。
百
円
・
湯
・
文
王
に
つ
い
て
も
同
様
の
記
述
が
繰
り
返
さ
れ
る
)
一
般
に
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
は
『
(
宰
予
問
)
五
帝
徳
』
の
遺
文
だ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
『
五
帝
徳
』
に
基
づ
く
と
い
う
『
史
記
』
五
帝
本
紀
は
舜
の
業
績
と
し
て
南
撫
交
世
・
北
発
。
西
戎
・
析
校
・
渠
皮
・
忌
・
発
。
北
山
戎
・
発
・
息
慎
。
東
長
鳥
夷
。
四
海
之
内
成
蛾
帝
舜
之
功
。
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
地
名
は
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
の
そ
れ
と
は
小
異
が
あ
る
。
と
く
に
南
方
の
地
名
と
し
て
「
北
発
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
(
以
下
『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
各
条
に
つ
い
て
は
「
傾
碩
本
紀
」
「
舜
本
紀
」
な
ど
と
称
す
る
)
こ
の
よ
う
な
支
配
領
域
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
内
藤
湖
南
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
等
は
何
れ
も
当
時
の
支
那
人
が
考
へ
た
世
界
の
限
り
を
云
ひ
表
は
し
た
る
地
理
学
家
の
言
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
此
れ
を
何
れ
の
時
代
の
版
図
が
何
処
ま
で
行
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
執
着
し
て
説
明
す
る
の
は
学
術
上
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
。
『
史
記
」
や
『
大
戴
礼
記
』
が
挙
げ
る
地
名
に
よ
っ
て
黄
帝
や
莞
舜
の
版
図
を
云
々
す
る
の
は
確
か
に
「
学
術
上
無
意
味
な
こ
と
」
だ
が
、
こ
れ
ら
が
「
当
時
の
支
那
人
が
考
へ
た
世
界
の
限
り
を
云
ひ
表
は
し
た
る
」
言
な
ら
ば
、
そ
れ
は
『
大
戴
礼
記
」
諸
篇
の
成
立
時
期
や
他
書
と
の
前
後
関
係
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
枇
本
稿
は
、
「
北
発
」
「
渠
捜
」
な
ど
の
地
名
に
よ
っ
て
『
大
戴
礼
星
川
少
閑
篤
な
ど
の
時
期
な
ど
を
考
え
、
さ
ら
に
は
『
大
獄
礼
記
』
の
素
芥
拡
{
6】
開
材
の
一
と
さ
れ
る
侠
書
『
孔
子
三
朝
(
記
)
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
手
院
が
か
り
を
も
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
を
歴
史
制
的
・
地
理
的
に
考
証
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
と
お
き
た
い
。
観方西蜘
「
北
発
」
は
地
名
か
問少
『
漢
書
』
武
帝
紀
に
載
せ
る
元
光
元
年
(
前
一
一
一
一
四
)
五
月
の
詔
(
『
文
剖
選
』
は
漢
武
帝
「
賢
良
詔
」
と
す
る
)
に
制
朕
問
、
:
:
:
周
之
成
康
、
刑
錯
不
用
、
徳
及
鳥
獣
、
教
通
四
海
。
扶
海
外
粛
慎
・
北
発
・
渠
捜
・
尽
・
先
傑
服
。
星
辰
不
字
、
日
月
不
蝕
、
山
陵
不
崩
、
川
谷
不
塞
、
麟
鳳
在
郊
薮
、
河
洛
出
図
書
。
(
『
漢
書
』
武
帝
紀
)
97 
と
あ
る
。
こ
れ
と
上
掲
『
大
戴
礼
記
』
少
閑
篇
と
の
類
似
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
、
文
脈
上
ζ
の
「
北
発
」
は
地
名
と
解
す
る
ほ
か
な
い
。
ま
た
『
漢
書
』
韓
安
国
伝
に
同
じ
く
元
光
元
年
の
王
恢
の
発
言
と
し
て
今
以
中
国
之
盛
、
万
倍
之
資
、
遺
百
分
之
一
、
以
攻
旬
奴
、
:
:
若
是
則
北
発
・
月
氏
、
可
得
而
臣
也
。
(
『
漢
書
』
韓
安
国
伝
。
『
新
序
』
善
謀
下
に
ほ
ぽ
同
文
が
見
え
る
)
と
あ
る
。
「
月
氏
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
西
方
の
国
名
(
族
名
)
で
、
李
善
『
文
選
注
』
は
こ
れ
と
併
称
さ
れ
る
「
北
発
」
を
も
「
園
名
也
」
と
解
す
。
元
光
初
年
に
は
「
北
発
」
が
月
氏
と
な
ら
ぶ
西
方
の
重
要
勢
力
と
認
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
臣
噴
は
、
『
孔
子
三
朝
記
』
が
「
北
発
渠
捜
、
南
撫
交
世
」
と
し
て
「
北
発
」
と
「
南
撫
」
を
対
に
す
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
顔
師
古
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
晋
灼
日
、
「
王
依
伝
「
北
発
月
氏
可
得
而
臣
」
、
似
国
名
也
。
:
:
:
」
臣
積
回
、
「
『
孔
子
三
朝
記
』
云
「
北
発
渠
捜
、
南
撫
交
陛
。
」
此
挙
北
以
南
為
対
也
。
i
:」
師
古
田
、
「
北
発
、
非
国
名
也
、
言
北
方
即
可
徴
発
渠
捜
而
役
属
之
。
噴
説
近
是
。
」
(
『
漢
書
』
武
帝
紀
注
)
つ
ま
り
「
北
発
月
氏
」
(
玉
恢
)
や
「
北
発
渠
捜
」
(
『
孔
子
三
朝
記
』
)
を
臣
喰
や
顔
師
古
は
「
北
の
か
た
月
氏
に
発
る
」
「
北
の
か
た
渠
捜
に
発
る
」
と
読
む
。
こ
れ
に
従
い
中
華
書
局
採
点
本
『
漢
書
』
は
「
北
8
発
」
に
専
名
号
を
施
さ
ず
、
『
漢
書
地
名
索
引
』
も
「
北
発
」
の
項
を
9
立
て
て
い
な
い
守
。
し
か
し
月
氏
を
西
方
で
は
な
く
北
方
と
解
す
る
の
は
や
は
り
無
理
が
あ
ろ
う
。
『
孔
子
三
朝
(
記
)
』
は
西
晋
劉
宋
関
に
亡
ん
だ
ら
し
く
、
今
本
『
大
戴
礼
記
』
の
う
ち
千
乗
・
四
代
・
虞
戴
徳
・
諾
志
・
小
弁
・
用
兵
・
少
聞
の
七
篇
が
そ
の
遺
文
と
さ
れ
る
。
し
か
し
臣
墳
の
引
く
「
孔
子
三
朝
記
』
と
現
行
本
『
大
戴
礼
記
」
少
閑
篇
と
は
厳
密
に
は
一
致
せ
ず
、
少
閑
篇
は
「
北
発
」
を
「
粛
慎
」
「
渠
捜
」
「
忌
」
「
尭
」
と
並
列
し
て
西
方
の
地
名
と
解
す
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
二
つ
の
「
渠
捜
」
「
渠
捜
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
属
貢
が
次
の
よ
う
に
言
う
。
織
皮
、
眠
愉
・
析
支
・
渠
捜
、
西
戎
即
叙
。
(
『
書
』
再
貢
。
『
漢
書
』
地
理
志
も
略
同
)
。
鄭
玄
は
爵
貢
の
「
渠
捜
」
を
西
戎
と
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
応
勧
は
元
光
元
年
詔
に
見
え
る
「
渠
捜
」
を
も
西
戎
だ
と
す
る
。
鄭
玄
云
、
衣
皮
之
民
、
居
此
幌
裾
・
析
支
・
渠
捜
=
7
山
之
野
者
、
皆
西
戎
也
。
(
『
尚
書
正
義
』
)
局
貢
「
析
支
・
渠
捜
」
、
属
漉
州
、
在
金
城
河
関
之
西
。
西
戎
也
。
(
武
帝
紀
注
引
応
勧
日
)
ま
た
資
料
の
年
代
に
疑
問
は
残
る
が
、
『
賀
誼
新
書
」
に
亮
教
化
及
隣
題
・
萄
・
越
、
撫
交
祉
、
身
渉
流
沙
、
地
封
独
山
、
西
見
王
母
、
訓
及
大
夏
・
渠
捜
。
(
『
新
書
』
修
政
語
上
)
と
あ
っ
て
、
「
大
夏
」
や
「
渠
捜
」
が
「
(
西
)
王
母
」
と
併
称
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
渠
捜
と
は
、
前
漠
初
期
に
西
方
の
限
界
と
認
識
さ
れ
て
い
た
地
名
ら
し
い
。
い
っ
ぽ
う
『
漢
書
』
地
理
志
の
朔
方
郡
に
「
渠
捜
」
県
が
見
え
、
「
中
才
ル
ド
ス
部
都
尉
治
」
の
要
街
と
さ
れ
る
。
朔
方
郡
は
河
南
に
あ
っ
て
長
安
か
ら
は
北
方
に
位
置
し
、
「
北
発
渠
捜
」
を
「
北
の
か
た
渠
捜
に
発
る
」
と
解
す
る
顔
師
古
説
(
上
述
)
は
自
然
な
も
の
に
見
え
よ
う
。
し
か
し
朔
方
郡
の
設
置
は
元
朔
二
年
(
前
一
一
一
七
)
に
降
り
、
し
か
も
置
郡
に
際
し
て
旬
奴
入
上
谷
・
漁
陽
、
殺
略
吏
民
千
余
人
。
遣
将
軍
衛
青
・
李
息
出
雲
中
、
:
・
獲
首
虜
数
千
級
、
収
河
南
地
、
置
朔
方
・
五
原
郡
。
(
『
漢
書
』
武
帝
紀
、
元
朔
二
年
春
)
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
朔
方
置
郡
よ
り
も
七
年
前
に
乙
の
渠
捜
県
が
粛
慎
・
忌
・
先
な
ど
と
並
称
さ
れ
世
界
の
果
て
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
同
。
王
峻
『
漢
書
正
誤
』
は
、
元
光
元
年
詔
の
渠
授
に
つ
い
て
は
按
、
此
詔
所
称
「
渠
捜
」
、
即
指
『
爵
寅
」
及
「
三
朝
記
』
之
「
渠
捜
」
也
。
其
地
在
液
州
西
北
。
と
し
て
応
部
説
を
支
持
し
、
朔
方
郡
の
渠
授
に
つ
い
て
は
当
時
特
取
遠
地
以
名
其
県
。
猶
上
郡
之
有
亀
蕊
県
耳
。
と
す
る
。
朔
方
の
渠
捜
は
西
方
の
渠
捜
に
あ
や
か
つ
て
新
た
に
付
け
ら
れ
た
県
名
で
、
蹄
西
郡
大
夏
県
や
敦
煙
郡
昆
命
障
な
ど
も
同
様
の
例
だ
ろ
う
。西
方
の
「
渠
捜
」
と
「
月
氏
」
西
方
の
渠
捜
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
武
帝
紀
な
ど
に
「
北
発
・
渠
制
按
・
忌
・
先
練
馬
」
と
あ
り
、
韓
安
国
伝
に
「
事
-E、
可
得
川
而
臣
也
。
」
と
あ
る
の
で
、
「
渠
捜
」
と
「
月
氏
」
と
が
同
一
で
あ
る
時
可
能
性
が
ま
ず
疑
わ
れ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
地
理
関
係
や
発
音
の
類
髄
似
な
ど
を
根
拠
に
「
月
氏
」
と
「
渠
捜
」
「
貴
霜
」
あ
る
い
は
「
ク
シ
ヤ
刊
と
と
の
連
関
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
白
鳥
庫
上
吉
は
次
の
よ
う
に
断
定
す
る
。
対
局
貢
の
渠
捜
は
明
か
に
河
西
に
拠
れ
る
民
族
に
て
、
戦
国
末
よ
岨
り
漢
史
に
見
え
た
る
月
氏
な
る
べ
し
。
(
岩
波
書
庖
『
西
域
史
上
聞
の
新
研
究
』
一
九
三
一
年
。
の
ち
同
『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
六
、
一
少
九
七
O
年
。
た
だ
し
白
鳥
は
、
百
円
貢
の
成
書
を
春
秋
期
と
想
定
剖
す
る
)
蜘
漢
初
ま
で
河
西
を
支
配
し
旬
奴
を
服
属
さ
せ
て
い
た
月
氏
に
つ
い
て
院
は
、
も
ち
ろ
ん
漢
も
早
く
か
ら
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
後
に
旬
9
奴
が
月
氏
を
攻
め
て
王
の
頭
骨
を
器
と
し
、
月
氏
の
主
力
は
西
方
へ
9
逃
れ
て
大
月
氏
国
を
建
て
、
河
西
に
残
っ
た
勢
力
は
小
月
氏
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
大
月
氏
と
の
連
絡
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
の
が
張
察
で
、
「
月
氏
」
と
い
う
表
記
は
お
そ
ら
く
張
懇
の
帰
朝
(
前
一
二
六
年
)
以
降
に
一
般
化
し
た
。
以
降
、
河
西
の
「
渠
捜
」
に
言
及
す
る
文
献
は
激
減
す
る
。
そ
も
そ
も
元
光
元
年
詔
や
少
間
篇
が
列
挙
す
る
「
海
外
」
の
地
名
は
、
東
西
南
北
の
四
方
位
あ
る
い
は
南
北
対
称
に
配
当
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
あ
き
ら
か
に
西
方
に
偏
し
て
い
る
。
こ
れ
が
旬
奴
へ
の
対
応
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
刊
。
『
漢
書
』
漢
安
国
伝
の
「
北
発
・
月
氏
、
可
得
而
臣
也
。
」
と
は
河
西
回
廊
を
確
保
せ
ん
と
の
展
望
を
述
べ
た
具
体
的
な
記
述
で
あ
り
、
月
氏
を
北
に
み
る
と
い
っ
た
誤
解
の
入
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
前
一
二
一
年
に
は
種
去
病
が
河
西
を
制
圧
し
、
さ
ら
に
前
一
O
一
年
に
は
李
広
利
が
ア
ェ
ル
ガ
ナ
を
征
服
し
た
。
漢
の
勢
力
が
河
西
回
廊
を
越
え
て
西
域
へ
及
ん
だ
こ
と
は
、
漢
既
株
大
宛
、
威
震
外
因
。
天
子
意
欲
遂
困
胡
、
乃
下
詔
日
「
高
皇
帝
遺
朕
平
城
之
憂
。
高
后
時
単
子
書
絶
惇
逆
。
土
日
斉
袈
公
復
九
世
之
響
、
『
春
秋
』
大
之
。
」
固
定
歳
太
初
四
年
也
。
(
『
史
記
』
旬
奴
列
伝
)
と
特
筆
さ
れ
る
大
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
渠
授
の
あ
っ
た
河
西
は
内
地
化
さ
れ
郡
県
が
設
置
さ
れ
て
い
く
。
「
大
戴
礼
記
』
少
閑
篇
は
、
北
発
や
渠
捜
を
西
方
の
外
族
と
す
る
認
識
を
王
恢
や
元
光
初
年
詔
と
共
有
し
て
お
り
、
と
れ
ら
と
ほ
ぽ
同
時
期
の
作
文
と
推
定
さ
れ
100 
る
。
す
く
な
く
と
も
前
一
O
一
年
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
征
服
よ
り
以
降
に
こ
の
よ
う
な
作
文
が
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
一
方
で
、
朔
方
の
渠
授
は
旬
奴
に
対
す
る
前
進
基
地
と
し
て
重
要
性
を
保
ち
続
げ
る
。
た
と
え
ば
王
葬
は
朔
方
郡
を
潜
捜
郡
と
改
め
た
が
、
同
時
に
渠
授
県
を
も
満
捜
県
と
改
め
て
お
り
、
郡
治
を
朔
方
県
か
ら
潜
捜
県
に
移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
渠
授
の
重
要
性
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
一
世
紀
以
降
に
は
、
渠
捜
を
西
で
は
な
く
北
に
み
る
言
説
が
一
般
化
し
て
い
く
。
渠
捜
に
対
す
る
認
識
の
変
化
ま
ず
『
漢
書
』
公
孫
弘
伝
は
、
元
光
五
年
の
制
と
し
て
蓋
問
、
上
古
至
治
、
・
・
北
発
渠
捜
、
南
撫
交
祉
、
舟
車
所
至
、
人
迩
所
及
、
肢
行
壕
息
、
成
得
所
宜
。
を
載
せ
る
。
こ
れ
が
真
に
一
元
光
五
年
の
作
文
な
ら
ば
「
北
発
渠
捜
」
「
南
撫
交
祉
」
を
連
称
す
る
最
古
の
例
と
な
り
臣
唆
・
顔
師
古
説
を
補
強
す
る
有
力
な
根
拠
と
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
制
は
『
史
記
』
平
津
侯
列
伝
に
見
え
ず
、
後
世
の
創
作
か
と
疑
わ
れ
る
。
前
漢
末
期
に
お
い
て
は
、
ま
ず
揚
雄
が
今
大
漢
、
左
東
海
、
右
渠
授
、
前
番
高
、
後
陶
塗
。
(
『
漢
書
」
揚
雄
伝
引
「
解
調
賦
」
)
と
し
て
「
渠
捜
」
を
西
方
に
置
く
が
、
こ
れ
は
『
山
海
経
』
な
ど
に
取
材
し
た
修
辞
だ
ろ
刊
。
劉
向
『
説
苑
』
は
南
撫
交
祉
・
対
発
。
西
析
支
・
渠
捜
・
忌
・
光
。
北
至
山
戎
・
粛
慎
。
東
至
長
夷
・
島
夷
。
四
海
之
内
、
皆
戴
帝
舜
之
功
。
(
『
説
苑
』
修
文
)
と
述
べ
て
や
は
り
渠
捜
を
西
方
に
配
す
る
が
、
こ
れ
は
『
史
記
』
舜
本
紀
に
取
材
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
同
じ
劉
向
の
『
新
序
』
は
昔
者
舜
:
:
及
立
為
天
子
、
天
下
化
之
、
蛮
夷
率
服
。
北
発
渠
捜
、
南
撫
交
祉
、
莫
不
慕
義
、
麟
鳳
在
郊
。
(
『
新
序
』
雑
事
)
と
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
「
北
発
渠
捜
」
「
南
撫
交
枇
」
を
対
配
し
て
「
渠
捜
」
を
北
に
置
く
。
こ
れ
が
『
孔
子
三
朝
記
』
を
踏
ま
え
た
作
文
な
ら
ば
、
臣
演
の
見
た
『
孔
子
=
一
朝
記
』
の
文
言
は
前
漢
末
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
「
南
撫
」
「
北
発
」
を
対
句
と
す
る
元
光
五
年
制
や
『
孔
子
三
朝
記
』
を
踏
ま
え
て
元
光
元
年
詔
や
少
閑
篇
が
作
成
さ
れ
た
(
「
北
発
」
を
国
名
と
誤
解
し
て
こ
れ
を
「
粛
慎
」
「
忌
」
「
先
」
な
ど
と
並
列
し
た
)
と
想
定
す
る
の
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
元
光
元
年
詔
や
少
閑
篇
に
見
え
る
国
名
「
北
発
」
を
「
北
に
発
す
」
と
誤
読
し
、
こ
れ
を
「
南
撫
」
と
対
配
し
て
元
光
五
年
制
や
『
孔
子
三
朝
記
』
な
ど
が
作
文
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
少
間
篇
こ
そ
が
武
帝
元
光
年
間
の
作
文
(
あ
る
い
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
た
も
の
)
、
五
帝
徳
篇
(
『
宰
予
問
五
帝
徳
』
)
は
さ
ら
に
古
い
形
を
保
存
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
元
光
五
年
制
や
『
孔
子
三
朝
記
』
は
武
帝
末
年
以
降
の
作
文
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
臣
噴
や
顔
師
古
が
「
北
発
」
を
地
名
と
す
る
説
を
否
定
し
「
渠
捜
」
を
北
方
の
地
名
と
解
し
た
こ
と
は
上
に
見
た
通
り
で
、
彼
ら
は
す
で
に
武
帝
期
の
状
況
を
忘
却
し
去
っ
て
い
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
時
代
が
降
る
と
、
馬
貢
な
ど
に
記
さ
れ
た
西
の
渠
授
は
ま
す
ま
す
遠
く
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。
『
惰
書
』
な
ど
が
紅
鍛
汗
園
、
都
葱
嶺
之
西
五
百
余
皇
、
古
渠
捜
国
也
O
(
『
陪
書
』
西
川
城
伝
)
、
時
鉢
汗
園
、
在
葱
嶺
之
西
五
百
余
皇
、
古
之
渠
捜
国
。
(
王
応
麟
「
周
髄
書
王
会
」
引
『
西
域
図
記
』
)
i
刊
と
し
て
渠
授
を
ア
エ
ル
ガ
ナ
に
比
定
す
る
の
が
と
れ
で
あ
引
針
。
シ』観酎
南
方
の
「
北
戸
」
「
北
轡
戸
」
の問
「
北
発
」
「
渠
捜
」
が
西
方
の
地
名
な
ら
ば
舜
本
紀
の
「
南
撫
交
祉
・
少
北
発
。
」
(
北
発
を
南
方
の
地
名
と
す
る
)
は
成
り
立
た
ず
、
ま
た
『
三
副
朝
記
』
の
「
商
撫
交
祉
、
北
発
渠
授
。
」
(
渠
捜
を
北
方
の
地
名
と
す
蹴
る
)
も
成
り
立
た
な
い
。
「
北
発
渠
捜
」
は
朔
方
置
郡
以
降
の
作
文
で
扶
あ
ろ
う
が
、
で
は
舜
本
紀
が
南
方
に
「
北
発
」
を
置
く
理
由
は
何
か
。
ま
ず
『
呂
氏
春
秋
』
や
「
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
会
有
一
欲
、
則
北
至
大
夏
、
南
至
北
戸
、
西
至
三
危
、
東
至
扶
101 
木
、
不
敢
乱
突
。
(
『
目
氏
春
秋
』
離
俗
覧
)
地
東
至
海
壁
朝
鮮
、
西
至
臨
泌
・
光
中
、
南
至
北
鰐
戸
、
北
拠
河
為
塞
、
並
陰
山
至
遼
東
。
(
『
史
記
』
秦
始
皇
二
十
六
年
。
呉
都
賦
の
李
普
注
は
「
南
至
北
向
戸
」
と
引
く
)
六
合
之
内
、
皇
帝
之
土
。
西
渉
流
沙
、
南
尽
北
戸
。
東
有
東
海
、
北
過
大
夏
。
・
・
(
同
二
十
八
年
浪
邪
台
刻
石
)
と
あ
る
と
と
が
注
意
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
「
北
戸
」
「
北
部
戸
」
は
あ
き
ら
か
に
南
方
の
地
名
、
し
か
も
始
皇
の
支
国
領
域
の
南
限
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。
浪
邪
台
石
の
碑
文
は
そ
の
性
質
上
、
後
世
の
偽
作
・
改
変
は
困
難
と
思
わ
れ
、
始
皇
二
十
八
年
の
時
点
で
版
図
の
南
限
が
「
北
戸
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
一
つ
の
指
標
た
り
得
ょ
う
。
ま
た
「
爾
雅
』
釈
地
に
飢
竹
・
壮
一
F
・
西
王
母
・
日
下
、
調
之
四
都
o
と
あ
っ
て
、
「
飢
竹
」
を
北
方
、
「
西
王
母
」
を
西
方
、
「
日
下
」
を
東
方
と
す
る
な
ら
ば
「
北
戸
」
は
や
は
り
南
方
の
地
名
と
な
る
。
『
旦
口
氏
春
秋
』
や
『
爾
雅
』
な
ど
に
見
え
る
「
三
危
」
「
扶
木
」
「
流
沙
」
「
紙
竹
」
「
西
王
母
」
「
日
下
」
は
具
体
的
な
地
名
と
も
思
わ
れ
ず
、
こ
れ
ら
と
並
べ
ら
れ
る
「
大
夏
」
や
「
北
戸
」
も
や
は
り
具
体
的
な
地
名
(
幻
)
で
は
な
か
ろ
う
。
「
北
鰐
戸
」
「
北
戸
」
と
い
う
奇
異
な
地
名
に
つ
い
て
は
、
左
思
『
呉
都
賦
』
に
「
開
北
戸
以
向
日
。
」
と
あ
り
、
劉
漣
注
に
「
日
南
之
北
戸
、
猶
日
北
之
南
戸
也
。
」
と
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
『
漢
書
』
顔
注
が
2
地
理
志
の
「
日
南
郡
」
に
つ
い
て
「
言
其
在
日
之
南
、
所
謂
開
北
戸
叩
以
向
日
者
。
」
と
す
る
の
は
『
呉
都
賦
』
を
踏
ま
え
た
説
明
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
北
潜
戸
」
あ
る
い
は
「
北
戸
」
は
北
回
帰
線
よ
り
南
を
漠
然
と
指
す
抽
象
的
な
地
名
で
あ
る
。
一
般
的
に
北
半
球
で
は
太
陽
は
南
に
見
え
る
が
、
北
回
帰
線
(
北
緯
二
十
三
度
付
近
。
広
東
省
北
部
)
よ
り
荷
で
は
夏
至
日
の
太
陽
は
天
頂
よ
り
も
北
で
南
中
し
、
北
向
き
の
窓
か
ら
陽
光
が
入
説
。
こ
の
知
識
は
漠
代
に
は
普
及
し
て
い
た
も
の
と
見
え
、
た
と
え
ば
侠
名
氏
『
後
漢
書
』
は
次
の
よ
う
な
問
答
を
録
す
。
張
重
、
字
仲
篤
、
明
帝
時
挙
孝
廉
。
帝
目
、
「
何
郡
小
吏
。
」
答
目
、
「
臣
日
南
吏
。
」
帝
目
、
「
日
南
郡
人
、
応
向
北
看
目
。
」
答
目
、
「
臣
問
、
腐
門
不
見
畳
腐
為
門
、
金
城
郡
不
見
積
金
為
郡
。
臣
雌
居
日
商
、
未
嘗
向
北
看
目
。
」
(
『
太
平
御
覧
』
四
引
『
後
漢
〔お》書
』
)
舜
本
紀
の
「
南
撫
交
祉
・
北
発
」
に
つ
い
て
『
史
記
索
隠
』
は
「
当
云
北
戸
。
」
と
す
る
。
『
史
記
』
本
来
の
誤
か
後
世
伝
写
の
誤
か
は
措
き
、
「
北
発
」
を
「
北
戸
」
の
誤
り
と
す
る
『
索
隠
』
説
は
是
認
し
得
よ
活
。
し
か
し
『
索
直
が
さ
ら
に
又
案
『
漢
書
』
、
「
北
発
」
是
北
方
国
名
。
今
以
「
北
発
」
為
南
方
之
園
、
誤
也
。
と
し
て
「
北
発
」
を
北
方
の
地
名
だ
と
す
る
の
は
疑
問
。
そ
も
そ
も
「
北
発
」
を
北
方
と
す
る
記
述
は
『
漢
書
』
に
無
く
、
韓
安
国
伝
が
「
北
発
」
を
西
方
の
地
名
と
す
る
と
と
は
上
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
「
交
祉
」
に
つ
い
て
き
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
・
『
史
記
』
始
皇
本
紀
・
『
准
南
子
』
・
『
爾
雅
』
釈
地
は
天
下
の
南
限
と
し
て
い
わ
ば
抽
象
的
な
「
北
戸
」
「
北
向
戸
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
領
頑
本
紀
や
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
・
少
聞
は
「
交
肱
」
と
い
う
具
体
的
な
地
名
を
挙
げ
る
。
北
至
子
幽
陵
、
南
至
子
交
祉
、
西
至
子
流
沙
、
東
至
子
勝
木
。
(
頗
項
本
紀
)
こ
の
「
交
祉
」
が
漢
代
の
交
肱
郡
(
ベ
ト
ナ
ム
北
部
)
で
あ
れ
ば
、
始
皇
本
紀
や
『
准
南
子
』
に
対
す
る
頼
頑
本
紀
や
少
間
篇
の
後
発
性
を
認
め
得
ょ
う
。
そ
も
そ
も
「
交
肱
」
と
い
う
郡
名
は
前
一
一
一
年
に
武
帝
が
越
地
(
西
臨
)
を
制
圧
し
た
際
に
定
め
ら
れ
た
。
晋
灼
目
、
元
鼎
六
年
定
越
地
。
以
為
南
海
・
蒼
梧
・
欝
林
・
合
浦
・
交
枇
・
九
真
・
日
南
・
珠
崖
・
俗
耳
郡
。
(
『
史
記
集
解
』
平
準
書
)
武
帝
元
鼎
六
年
開
。
(
『
漢
書
』
地
理
志
「
交
枇
郡
」
)
『
輿
地
志
』
云
、
交
祉
、
周
時
為
路
越
、
秦
時
日
西
臨
。
(
『
史
記
正
義
』
趨
世
家
)
し
か
し
「
交
祉
」
「
交
世
」
な
ど
は
『
呂
氏
春
秋
』
求
人
・
『
山
海
経
』
海
外
南
経
あ
る
い
は
「
墨
子
』
節
用
中
・
『
韓
非
子
』
十
過
な
ど
に
も
見
え
、
ま
た
『
礼
記
』
王
制
に
「
南
方
日
蛮
、
離
題
交
世
」
と
あ
る
。
武
帝
の
交
世
郡
も
、
士
口
伝
上
の
地
名
を
新
た
な
獲
得
地
に
適
用
し
た
名
称
で
あ
ろ
刊
。
ま
と
め
始
皇
の
統
一
直
後
に
は
、
そ
の
領
域
の
東
限
と
し
て
「
東
海
」
「
朝
此
鮮
」
を
、
西
限
と
し
て
「
臨
挑
」
「
先
中
」
「
流
沙
」
を
、
北
限
と
し
刈
て
「
河
」
「
陰
山
」
「
遼
東
」
「
大
夏
」
を
称
し
た
が
、
南
限
に
つ
い
て
聞
は
た
だ
「
北
鱒
戸
」
「
北
戸
」
を
言
う
の
み
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
南
髄
方
の
具
体
的
な
地
名
は
い
ま
だ
北
方
人
に
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
北
初
回
帰
線
以
南
を
指
す
抽
象
的
な
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
は
の
で
あ
る
う
。
と
こ
ろ
が
始
皇
の
末
年
に
は
南
海
や
象
郡
が
征
服
さ
対
れ
、
ま
た
前
漢
武
帝
は
越
地
を
恢
復
し
て
交
祉
郡
を
設
置
し
た
。
「
交
咽
祉
」
「
交
世
」
は
古
い
文
献
に
見
え
る
伝
説
的
な
地
名
で
も
あ
る
が
、
聞
こ
れ
を
天
下
の
南
限
と
し
て
重
視
す
る
『
大
戴
礼
記
」
五
帝
徳
篇
や
少
少
閑
篇
に
つ
い
て
は
、
武
帝
期
の
完
成
が
ま
ず
は
想
定
さ
れ
る
。
剖
西
方
に
つ
い
て
は
「
渠
捜
」
な
る
国
名
あ
る
い
は
族
名
が
武
帝
以
L
 
蜘
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
河
西
(
敦
煙
付
近
)
の
月
氏
だ
と
肢
も
言
わ
れ
る
。
「
北
発
・
渠
捜
」
「
北
発
・
月
氏
」
と
し
て
こ
れ
と
併
ω
称
さ
れ
る
「
北
発
」
も
、
武
帝
初
期
に
知
ら
れ
て
い
た
河
西
の
国
名
ー
な
い
し
族
名
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
武
帝
が
河
西
を
制
圧
し
内
地
化
す
る
と
、
西
方
の
渠
授
や
北
発
は
史
書
か
ら
消
え
た
。
ま
た
武
帝
は
「
渠
捜
」
の
名
に
あ
や
か
つ
て
朔
方
郡
に
渠
捜
県
を
設
置
し
、
こ
れ
を
旬
奴
対
策
の
拠
点
と
し
た
。
こ
れ
以
降
、
渠
捜
と
い
え
ば
朔
方
郡
の
渠
捜
県
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
「
北
発
渠
捜
、
南
撫
交
祉
」
と
い
っ
た
対
句
表
現
も
生
じ
て
渠
授
が
西
方
に
あ
っ
た
と
い
う
認
識
も
薄
ら
い
だ
の
で
あ
る
。
「
大
戴
礼
記
』
少
間
篇
は
、
渠
授
を
天
下
の
西
限
と
み
な
し
、
ま
た
朔
方
の
来
服
を
揚
言
す
る
。
同
篇
が
現
在
の
形
に
閉
じ
ら
れ
た
の
は
前
漢
武
帝
の
初
期
、
前
一
=
一
0
年
代
か
ら
前
一
二
0
年
代
に
か
け
て
と
推
定
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
同
篇
が
採
用
し
た
「
素
材
」
は
よ
り
古
く
{
羽
}
遡
り
得
ょ
う
が
、
少
間
篇
の
「
完
成
」
は
こ
の
頃
で
あ
っ
て
、
同
篇
に
示
さ
れ
た
地
理
認
識
は
爾
後
お
お
き
な
改
変
を
施
さ
れ
て
は
い
な
い
っ
ぽ
う
臣
積
引
「
孔
子
三
朝
記
』
や
『
漢
書
』
公
孫
弘
伝
引
元
光
五
年
制
は
、
武
帝
末
年
以
降
の
地
理
認
識
を
反
映
し
て
お
り
、
後
世
の
作
文
と
判
断
さ
れ
る
。
『
大
蛾
礼
記
』
の
う
ち
千
乗
・
四
代
・
虞
戴
徳
・
諾
志
・
小
弁
・
用
兵
・
少
聞
の
七
篇
は
『
孔
子
三
朝
(
記
)
』
の
遺
文
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
劉
向
や
臣
墳
の
見
た
『
孔
子
三
朝
記
』
が
「
北
発
渠
捜
」
を
「
南
撫
交
陛
」
と
対
称
し
て
い
た
な
ら
ば
、
渠
捜
を
西
方
と
す
る
現
行
の
少
間
篇
は
『
孔
子
三
朝
記
』
に
取
材
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
孔
子
三
朝
記
』
よ
り
も
古
い
形
を
存
す
〔
mv
る
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
千
乗
等
七
篇
と
『
三
朝
明
記
』
と
は
叔
姪
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の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
‘迂
(
1
)
「
史
記
索
隠
」
は
「
案
大
蛾
礼
亦
云
「
長
夷
」
。
」
と
引
く
。
(
2
)
『
文
選
」
銀
土
季
搬
萄
文
注
は
「
大
蛾
礼
孔
子
目
、
昔
舜
教
通
子
四
海
之
外
、
粛
慎
・
北
発
・
渠
捜
・
尽
・
充
来
服
」
と
引
く
が
、
重
文
符
号
に
引
か
れ
た
誤
り
で
あ
ろ
う
。
(
3
)
『
史
記
』
五
帝
本
紀
が
『
宰
予
間
五
帝
徳
』
を
襲
っ
て
い
る
こ
と
(
「
史
記
』
の
見
た
『
宰
予
問
五
帝
徳
』
が
遅
行
本
『
大
蛾
礼
記
』
五
帝
徳
筒
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
)
は
、
た
と
え
ば
般
演
本
紀
に
北
至
子
幽
陵
、
南
至
子
交
祉
、
西
至
子
琉
沙
、
東
至
子
婚
木
。
動
静
之
物
、
大
小
之
神
、
日
月
所
照
、
莫
不
砥
属
。
と
あ
り
、
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
鮪
に
は
乗
龍
而
至
四
海
、
北
至
子
幽
陵
、
南
至
子
交
祉
、
西
済
子
流
沙
、
東
至
子
幡
木
。
動
静
之
物
、
大
小
之
神
、
日
月
所
照
、
英
不
祇
附
。
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
。
『
宰
予
間
五
帝
徳
」
の
う
ち
「
乗
龍
而
至
四
海
」
部
分
が
「
不
雅
馴
」
(
五
帝
本
紀
太
史
公
団
)
だ
と
し
て
除
か
れ
た
の
で
あ
る
う
。
(4)
『
史
記
索
隠
』
は
こ
れ
を
「
南
撫
交
配
・
北
戸
。
西
西
戎
・
析
枝
・
渠
皮
・
忌
・
充
。
北
山
戎
・
北
発
・
息
慎
。
東
長
夷
・
鳥
夷
。
」
と
改
め
る
べ
き
だ
と
す
る
。
ま
た
吉
本
道
雅
「
中
国
先
秦
時
代
の
先
」
(
『
中
国
古
代
史
論
披
』
六
、
二
O
O九
年
)
は
五
帝
徳
篇
を
「
南
撫
交
陛
・
大
・
教
・
鮮
支
・
渠
皮
・
忌
先
。
北
山
戎
・
発
・
息
懐
。
東
長
鳥
夷
・
羽
民
」
と
読
ん
で
「
五
帝
徳
な
ど
は
「
忌
先
」
を
南
方
の
異
族
と
し
て
お
り
」
云
々
と
述
べ
る
。
(
5
)
「
扇
買
製
作
の
時
代
」
(
『
東
亜
経
済
研
究
』
六
一
、
一
九
一
一
一
一
年
)
。
(
6
)
『
抽
出
書
』
芸
文
志
の
六
芸
略
論
議
類
に
「
孔
子
三
朝
七
稿
」
が
あ
り
、
『
階
書
』
経
籍
志
は
こ
れ
を
両
蛾
記
の
素
材
に
含
め
る
。
(7)
『
史
記
』
大
宛
列
伝
・
『
漢
書
」
西
域
伝
な
ど
。
(8)
た
と
え
ば
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
に
「
光
武
将
撃
之
、
先
遣
呉
漢
、
北
発
十
郡
兵
。
」
と
あ
る
。
(
9
)
「
北
発
」
な
い
し
「
発
」
を
地
名
と
す
る
論
と
し
て
は
、
辱
仲
勉
「
上
古
東
遷
的
伊
蘭
族
|
渠
捜
与
北
発
」
(
『
東
方
雑
誌
』
四
一
一
一
四
、
一
九
四
六
年
。
の
ち
商
務
印
書
館
『
両
周
文
史
論
叢
』
一
九
五
八
年
)
が
代
表
的
で
あ
る
。
(
叩
)
張
間
前
を
捕
獲
し
た
軍
医
単
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
単
子
留
之
目
、
「
月
氏
在
吾
北
。
漢
何
以
得
往
使
。
吾
欲
使
越
、
漢
肯
聴
我
乎
。
」
(
『
史
記
』
大
宛
列
伝
。
『
漢
書
』
張
瀞
伝
略
問
)
し
か
し
こ
れ
は
漢
の
南
方
に
あ
る
越
と
対
に
す
る
た
め
の
修
辞
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
月
氏
が
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
広
く
勢
力
を
保
っ
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
張
務
は
「
亡
郷
月
氏
」
の
た
め
「
西
走
数
十
日
」
し
て
お
り
、
す
く
な
く
と
も
軍
臣
の
時
期
に
ま
で
月
氏
が
旬
奴
の
北
に
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
(
日
)
玉
応
麟
「
漢
芸
文
志
考
証
」
・
『
四
庫
提
要
』
な
ど
。
し
か
し
こ
れ
ら
七
筒
の
外
族
観
・
古
帝
王
観
や
官
制
・
避
韓
な
ど
は
一
貫
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
が
仮
に
『
孔
子
三
朝
』
と
い
う
単
一
の
文
献
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
雑
多
な
素
材
を
後
次
的
に
ま
と
め
て
「
孔
子
と
魯
哀
公
と
の
問
答
」
の
形
式
に
整
え
た
、
前
漢
中
期
以
降
の
編
築
物
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
武
内
義
雄
「
礼
記
の
研
究
」
(
『
武
内
義
雄
全
集
』
三
、
角
川
書
庖
、
一
九
七
九
年
)
は
、
千
乗
等
七
鮪
で
は
な
く
『
礼
記
』
儒
行
・
哀
公
開
・
『
大
獄
礼
記
』
哀
公
開
五
義
・
哀
公
開
於
孔
子
の
諸
鮪
が
『
孔
子
三
朝
』
の
遺
文
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る。
臣
現
ゃ
以
降
の
類
書
等
が
引
く
『
孔
子
三
朝
記
」
は
現
行
本
『
大
戴
礼
記
』
の
千
乗
等
七
鮪
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
『
漢
書
』
顔
注
は
芸
文
志
の
「
孔
子
三
朝
七
篇
」
に
つ
い
て
「
今
大
賊
礼
有
其
一
篇
」
と
す
る
。
顔
師
古
の
見
た
「
大
戴
礼
記
』
に
は
七
篇
本
『
孔
子
三
朝
』
を
節
録
し
た
「
礼
記
三
朝
篇
」
(
「
礼
三
朝
自
己
)
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
、
「
孔
土
子
三
朝
記
」
と
は
あ
る
い
は
「
孔
子
三
朝
」
と
「
礼
三
朝
記
」
と
を
混
ω
同
し
た
称
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
繍
(
ロ
)
『
太
平
御
覧
』
六
百
九
十
四
引
『
田
保
子
』
に
「
渠
捜
之
人
」
が
、
「
穆
却
天
子
伝
』
に
「
巨
蒐
之
人
」
が
見
え
る
。
ま
た
『
穆
天
子
伝
」
を
踏
ま
減
え
た
『
列
子
』
周
穆
王
篇
に
は
「
巨
蒐
氏
」
が
見
え
、
『
釈
文
』
は
「
巨
そ
蒐
、
音
渠
捜
。
西
戎
国
名
。
」
と
す
る
。
日
仏
(
刊
日
)
尭
本
紀
「
申
命
和
叔
、
居
壮
か
、
臼
幽
都
」
を
莞
典
が
「
申
命
和
叔
、
方
宅
朔
方
、
日
幽
都
」
に
作
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
な
お
南
方
に
つ
い
伺
て
は
「
申
命
裁
叔
、
居
商
交
」
(
完
本
紀
)
・
「
申
命
議
叔
、
宅
南
交
」
(
尭
篇
典
)
と
あ
り
『
史
記
索
隠
』
は
「
南
方
地
有
名
交
陛
者
。
或
古
文
略
挙
畑
一
Z地
。
商
交
則
是
交
枇
不
君
。
」
と
す
る
。
副
(
日
比
)
顔
注
は
上
郡
の
亀
葱
県
に
つ
い
て
「
亀
蕊
国
来
降
附
者
処
之
於
此
、
指
故
以
名
云
」
と
述
べ
る
が
、
武
帝
に
よ
る
西
域
制
圧
以
前
に
そ
の
よ
う
訓
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
信
じ
が
た
い
。
れ
し
(
日
)
月
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
西
遷
」
の
実
態
に
つ
い
て
は
様
々
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
に
従
う
。
(
凶
)
『
呂
氏
春
秋
」
『
爾
雅
』
『
准
南
子
』
な
ど
は
四
方
位
を
列
挙
し
て
お
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り
、
『
量
子
』
節
用
中
や
『
韓
非
子
」
十
過
は
売
の
領
域
と
し
て
南
の
交
祉
と
北
の
幽
都
の
み
を
挙
げ
る
。
(
口
)
『
漢
書
』
公
孫
弘
伝
は
時
系
列
が
混
乱
し
て
お
り
、
複
数
の
説
話
資
料
を
充
分
に
整
理
し
な
い
ま
ま
綴
合
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
国
)
番
局
は
南
海
郡
(
秦
置
)
の
県
名
。
『
山
海
経
』
海
内
経
の
「
番
高
」
は
神
名
。
ま
た
海
外
北
経
に
「
北
海
内
有
獣
、
其
状
如
馬
、
名
目
駒
験
」
と
あ
り
、
楊
雄
伝
の
顔
注
は
「
駒
除
馬
出
北
海
上
。
今
比
云
「
後
陶
塗
」
、
即
是
北
方
国
名
也
。
本
国
出
馬
、
困
以
為
名
。
」
と
す
る
。
な
お
『
逸
周
書
』
王
会
解
に
「
渠
受
以
駒
犬
」
と
あ
る
。
(
印
)
漢
代
に
お
け
る
「
綴
学
」
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
井
上
亘
「
『
礼
記
』
の
文
献
学
的
考
察
|
「
冊
書
」
と
し
て
の
『
礼
記
』
」
(
『
東
方
学
』
一
O
八
、
二
O
O五
)
な
ど
を
参
照
。
(
却
)
「
鍛
汗
」
は
「
ブ
ェ
ル
ガ
ナ
」
の
音
訳
。
『
貌
書
』
の
「
破
洛
那
」
・
「
旧
唐
書
』
の
「
肢
汗
那
」
も
同
様
。
余
太
山
「
渠
捜
考
」
(
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
古
史
文
存
先
秦
巻
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
O
O四
年
)
を
参
照
。
(
幻
)
始
皇
本
紀
の
本
文
に
後
世
の
語
梨
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
れ
に
対
し
て
碑
文
の
引
用
が
信
用
で
き
る
こ
と
と
に
つ
い
て
は
、
山
田
崇
仁
「
「
文
字
」
な
る
表
記
の
誕
生
」
(
『
中
国
古
代
史
論
叢
』
五
集
、
二
O
O八
年
)
を
参
照
。
碑
文
そ
の
も
の
の
改
鼠
は
む
ろ
ん
困
難
で
あ
ろ
う
し
、
当
時
な
お
碑
石
が
存
し
て
お
れ
ば
『
史
記
』
に
よ
る
引
用
時
の
改
変
も
考
え
に
く
い
(
現
存
す
る
碑
石
や
古
拓
は
該
当
部
分
を
欠
損
)
。
さ
ら
に
「
皇
帝
之
土
」
「
南
尽
北
戸
」
以
降
は
押
韻
し
て
お
り
、
「
北
戸
」
の
語
は
も
っ
と
も
動
か
し
難
い
。
(
幻
)
郭
瑛
注
に
「
北
戸
在
南
。
」
と
あ
り
、
那
疏
は
後
述
す
る
顔
注
を
根
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拠
と
し
て
「
北
戸
者
即
日
南
郡
是
也
。
」
と
す
る
ロ
(
幻
)
「
大
夏
」
や
「
幽
陵
」
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
省
略
す
る
が
、
「
大
夏
」
が
も
と
北
方
の
地
名
で
あ
り
(
『
左
伝
』
『
呂
氏
春
秋
』
)
、
後
に
西
方
へ
投
影
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
(M)
厳
密
に
は
「
南
中
」
で
は
な
く
「
北
中
」
。
な
お
へ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
」
四
l
四
二
に
、
喜
望
峰
を
回
っ
た
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
が
太
陽
を
北
に
見
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(
お
)
日
南
郡
(
ベ
ト
ナ
ム
中
部
)
な
ら
ば
太
陽
を
北
に
見
る
こ
と
は
可
能
な
は
ず
だ
が
、
張
重
が
こ
の
よ
う
に
答
え
た
理
由
は
未
詳
。
な
お
『
太
平
御
覧
』
三
百
七
十
八
引
『
東
観
漢
記
』
に
も
類
似
の
問
答
が
見
え
、
ま
た
『
晋
書
』
四
夷
伝
に
は
「
林
邑
国
:
・
・
・
・
其
俗
皆
開
北
戸
以
向
日
」
と
あ
る
。
(
お
)
領
域
の
南
限
と
し
て
「
北
戸
」
を
挙
げ
て
い
た
も
の
を
、
西
方
の
地
名
「
北
発
」
に
引
か
れ
て
誤
っ
た
か
と
想
定
し
得
る
。
(
幻
)
た
だ
し
『
呂
氏
春
秋
』
の
「
交
陛
」
や
『
山
海
経
」
の
「
交
腔
国
」
は
南
方
諸
国
の
一
で
あ
り
、
天
下
の
南
限
と
し
て
と
く
に
重
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
(
犯
)
少
閑
篇
の
「
素
材
」
と
な
っ
た
文
献
が
戦
国
以
前
に
成
立
し
て
お
り
、
伝
写
の
過
程
あ
る
い
は
『
大
蛾
礼
記
』
に
組
み
込
ま
れ
た
時
点
で
地
名
が
差
し
替
え
ら
れ
た
、
と
い
う
経
過
は
も
ち
ろ
ん
想
定
し
得
る
。
し
か
し
筆
者
が
問
題
と
す
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
改
変
が
終
了
し
た
時
点
、
紗
者
に
よ
る
窓
改
を
許
さ
ぬ
権
威
を
そ
の
文
献
が
稽
び
た
時
点
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
「
文
献
が
閉
じ
ら
れ
た
」
「
完
成
し
た
」
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
(m)
す
く
な
く
と
も
、
本
論
で
述
べ
た
少
閑
篇
と
『
三
朝
記
』
と
の
異
同
は
、
後
者
の
「
完
成
」
の
新
し
さ
を
強
く
示
唆
す
る
。
